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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観察光学系を構成する撮像装置を先端部に設けた挿入部と、
　この挿入部の先端部に着脱自在で、照明光学系を構成する発光素子を一面側に配設し、
他面側にこの発光素子用の第１電気的接続部を設けた発光素子基板及び前記観察光学系を
構成する光学特性を変換させる対物光学系を配設した先端アダプタと、を具備する内視鏡
において、
　前記先端アダプタは、前記発光素子基板を支持する支持部材と、前記発光素子で発生し
た熱が伝導される第１熱伝導部材と、を備え、
　前記挿入部の先端部は、前記発光素子基板の第１電気的接続部が電気的に接続される第
２電気的接続部と、前記第１熱伝導部材に伝導された熱をさらに熱伝導させる第２熱伝導
部材と、この第２熱伝導部材に伝導された熱を先端部側から後方側に放熱する放熱部材と
、を備えることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記先端アダプタ及び前記挿入部の先端部に、前記第１電気的接続部と前記第２電気的
接続部とを所定の関係で電気的に接続する、電気的接続案内手段を設けたことを特徴とす
る請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記放熱部材は、素線を複数本束ねて、柔軟性を有して形成される束線部材であること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、挿入部の先端部に着脱自在な先端アダプタに、観察光学系として対物光学系
を、照明光学系として発光素子を配設した内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、内視鏡は医療分野及び工業分野で広く利用されている。この内視鏡では、診
断或いは検査対象が生体、プラント等の内部である。このため、観察対象を照明する光源
が必要になる。
【０００３】
　一般的な内視鏡装置では内視鏡の外部装置として光源装置を用意し、この光源装置で発
する照明光を内視鏡に設けたライトガイドに供給する。このことによって、照明光は、こ
のライトガイドで伝送され、内視鏡の挿入部先端部に配置した照明窓から出射されて観察
部位を照らすようになっている。
【０００４】
　近年、観察部位を照明する光源装置とライトガイドファイバとの組合せの代わりに、Ｌ
ＥＤ照明を挿入部先端部に設け、このＬＥＤ照明の発する光で直接的に観察部位を照らす
構成の内視鏡が提案されている。この内視鏡では、ＬＥＤ照明で照らされた観察部位を固
体撮像素子で撮像することにより、細径でかつ簡素な構成で内視鏡の高機能化の実現を可
能にする。
【０００５】
　例えば、特開２００２－５１９７１号公報には挿入部先端部に配置した照明手段である
ＬＥＤ照明の照明光量の増加を図った内視鏡が示されている。
【０００６】
　また、照明光等で照らされた観察部位を、内視鏡で観察する場合、挿入部の先端部に観
察目的に応じて、視野方向、視野角などの光学特性を変換する光学アダプタを取り付ける
ことによって、１つの内視鏡で様々な観察を行うことができることが知られている。そし
て、前記ＬＥＤ照明を光学アダプタに設けることによって使い勝手の向上を図れる。
【特許文献１】特開２００２－５１９７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、前記特開２００２－５１９７１号公報の内視鏡では先端部本体が放熱性
を有するセラミックで成型してあるので、ＬＥＤ照明で発する熱が体積が小さく、かつ表
面積の小さい小型の先端部本体に伝導されていく。すると、この先端部本体が高温になる
おそれがある。そして、この先端部本体が高温になってＬＥＤ照明が高温下にさらされた
状態になると、ＬＥＤ照明の性能が低下し、多くの電流が流せなくなって明るさの確保が
難しくなるとともに長時間の使用が困難になるという不具合が生じる。また、高温になっ
た先端部本体の熱がＣＣＤに伝導されると、ＣＣＤの温度が上昇することによって内視鏡
画像にノイズが発生する等の不具合が生じるおそれがある。
【０００８】
　また、前記ＬＥＤ照明を配設して光学アダプタを構成する場合においても、前述と同様
にＬＥＤ照明の発する熱による不具合が発生することが十分に考えられる。
【０００９】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、挿入部先端部に先端アダプタを配設す
ることによって、ＬＥＤ照明下で所望の光学特性による、良好な観察を長時間に渡って行
える内視鏡を提供することを目的にしている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　本発明の内視鏡は、観察光学系を構成する撮像装置を先端部に設けた挿入部と、
　この挿入部の先端部に着脱自在で、照明光学系を構成する発光素子を一面側に配設し、
他面側にこの発光素子用の第１電気的接続部を設けた発光素子基板及び前記観察光学系を
構成する光学特性を変換させる対物光学系を配設した先端アダプタと、を具備する内視鏡
であって、
　前記先端アダプタは、前記発光素子基板を支持する支持部材と、前記発光素子で発生し
た熱が伝導される第１熱伝導部材と、を備え、
　前記挿入部の先端部は、前記発光素子基板の第１電気的接続部が電気的に接続される第
２電気的接続部と、前記第１熱伝導部材に伝導された熱をさらに熱伝導させる第２熱伝導
部材と、この第２熱伝導部材に伝導された熱を先端部側から後方側に放熱する放熱部材と
、を備えている。
【００１１】
　また、前記先端アダプタ及び前記挿入部の先端部に、前記第１電気的接続部と前記第２
電気的接続部とを所定の関係で電気的に接続する、電気的接続案内手段を設けている。
【００１２】
　さらに、前記放熱部材は、前記第２熱伝導部材に伝導された熱を伝導するために当該熱
伝導部材と同様に熱伝導率の高い素線を複数本束ねて、柔軟性を有して形成される束線部
材である。
【００１３】
　この構成によれば、先端アダプタを挿入部の先端部に配設することによって、照明光学
系としてＬＥＤ照明を備えるとともに、所望の光学特性を有する観察光学系を備えた内視
鏡が構成され、ＬＥＤ照明で発生した熱は、第１伝導部材、第２伝導部材及び放熱部材を
介して挿入部の後方側に伝導されていく。したがって、発光素子が高温下に晒されること
によって照明光量が減少することやＣＣＤの温度が上昇することによって内視鏡画像にノ
イズが発生する不具合が防止される。
【００１４】
　また、先端アダプタを挿入部の先端部に配設する際、この先端アダプタが挿入部の先端
部にスムーズに正しい位置関係で配設される。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、挿入部先端部に先端アダプタを配設することによって、ＬＥＤ照明下
で所望の光学特性による、良好な観察を長時間に渡って行える内視鏡を提供することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、図示の実施の形態によって本発明を説明する。
【００１８】
　図１ないし図１６は本発明の一実施形態に係り、図１は挿入部と先端アダプタとの関係
を説明する図、図２は直視型先端アダプタを説明する図、図３は直視型先端アダプタの軸
方向に対して直交する方向の断面図、図４は挿入部の先端側を説明する図、図５は図４の
Ｅ－Ｅ線断面図、図６は挿入部の先端側の軸方向に対して直交する方向の断面図、図７は
直視型先端アダプタの先端部への取り付けを説明する図、図８は図７（ｂ）のＪ－Ｊ線断
面図、図９はアダプタ端子と挿入部端子との構成例を説明する図、図１０は直視型先端ア
ダプタに配列させるＬＥＤ照明の構成例を説明する図、図１１は直視型先端アダプタの他
の構成例を説明する図、図１２は側視型先端アダプタを説明する図、図１３は図１２のＬ
－Ｌ線断面図、図１４は図１２のＫ－Ｋ線断面図、図１５は側視型先端アダプタの他の構
成例を説明する図、図１６は側視型先端アダプタの別の構成例を説明する図である。
【００１９】
　なお、図２（ａ）は直視型先端アダプタの正面図、図２（ｂ）は図２（ａ）のＡ－Ａ線
断面図、図３（ａ）は図２（ｂ）のＢ－Ｂ線断面図、図３（ｂ）は図２（ｂ）のＣ－Ｃ線



(4) JP 4418202 B2 2010.2.17

10

20

30

40

50

断面図、図４（ａ）は挿入部の正面図、図４（ｂ）は図４（ａ）のＤ－Ｄ線断面図、図６
（ａ）は図５のＦ－Ｆ線断面図、図６（ｂ）は図５のＧ－Ｇ線断面図、図７（ａ）は図２
のＨ－Ｈ線断面図に示す直視型先端アダプタと図４（ａ）のＩ－Ｉ線断面図に示す先端部
との位置関係を説明する図、図７（ｂ）は直視型先端アダプタを先端部へ取り付けた状態
を示す図、図９（ａ）はアダプタ端子と挿入部端子との他の構成を説明する図、図９（ｂ
）はアダプタ端子と挿入部端子との別の構成を説明する図、図９（ｃ）はアダプタ端子と
挿入部端子とのまた他の構成を説明する図、図９（ｄ）はアダプタ端子と挿入部端子との
また別の構成を説明する図、図９（ｅ）はアダプタ端子と挿入部端子との又、他の構成を
説明する図、図１０（ａ）は直視型先端アダプタに配列させるＬＥＤ照明の一構成例を説
明する図、図１０（ｂ）は直視型先端アダプタに配列させるＬＥＤ照明の他の構成例を説
明する図、図１０（ｃ）は直視型先端アダプタに配列させるＬＥＤ照明の別の構成例を説
明する図、図１１（ａ）は複数のＬＥＤ照明を配設した放射形状板部材を備えた直視型先
端アダプタを説明する図、図１１（ｂ）は複数のＬＥＤ照明を配設した放射形状板部材を
拡開させた状態の直視型先端アダプタを説明する図、図１５（ａ）は側視型先端アダプタ
の長手方向断面図、図１５（ｂ）は側視型先端アダプタの正面図、図１６（ａ）は側視型
先端アダプタの長手方向断面図、図１６（ｂ）は側視型先端アダプタの正面図である。
【００２０】
　図１に示すように本実施形態の内視鏡１は細長な挿入部２を有している。この挿入部２
は、先端側から順に硬質な先端部２ａと、湾曲駒を連接して例えば上下左右方向に湾曲す
るように構成された湾曲部２ｂと、柔軟な管状部材で形成した可撓管部２ｃとを連設して
構成されている。前記先端部２ａには例えば、観察範囲を挿入部長手軸方向に設定した直
視の対物光学系を備えた直視型先端アダプタ３又は、観察範囲を挿入部長手軸方向に対し
て直交する方向に設定した側視の対物光学系を備えた側視型先端アダプタ４等が選択的に
着脱自在に配置されるようになっている。
【００２１】
　図２（ａ）ないし図３（ｂ）を参照して直視型先端アダプタ３の構成を説明する。  
　前記直視型先端アダプタ３は、アダプタ本体１１と、対物光学部１２と、ＬＥＤ基板１
３と、アダプタ端子１４と、本体補助部材１５と、カバー部材１６と、アダプタ側着脱リ
ング部材（以下、リング部材と略記する）１７とで主に構成されている。
【００２２】
　前記アダプタ本体１１は第１熱伝導部材であり、熱伝導率の高い例えば銅、アルミ等の
金属部材で形成されている。このアダプタ本体１１は、断面形状が略凸字形状の管状部材
である。つまり、このアダプタ本体１１には細径部１１ａと太径部１１ｂとが形成され、
略中央には段付き形状の中央貫通孔１１ｃが形成されている。加えて、前記アダプタ端子
１４を配置するための端子用孔１１ｄが一対形成されている。
【００２３】
　前記対物光学部１２は、例えば複数の光学レンズ１２ａ、１２ｂ、１２ｃを前記中央貫
通孔１１ｃ内に配設して構成されている。
【００２４】
　前記ＬＥＤ基板１３は中央貫通孔を有する例えばアルミ円板であり、このＬＥＤ基板１
３の一面側には導電パターン（不図示）が形成されている。この導電パターン上には発光
素子である複数のＬＥＤ照明１８及び前記アダプタ端子１４の一端部が配設されている。
このＬＥＤ基板１３は前記細径部１１ａに略密着するように配設されている。前記ＬＥＤ
照明１８は、中心から所定距離の円周上に所定間隔で例えば８つ配置されている。このＬ
ＥＤ照明１８の照射方向側は半透明の封止剤１８ａによって覆われている。
【００２５】
　前記アダプタ端子１４は第１電気的接続部を構成する一対の金属部材である。このアダ
プタ端子１４の一端部側は、前記導電パターン上に電気的に接続され、他端部側は切り欠
き部を形成して弾性接点部１４ｃとして形成され、前記ＬＥＤ基板１３の他面側から略垂
直に突出している。一対のアダプタ端子１４のうち一方側のアダプタ端子１４ａは電源側
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の端子であり、他方側のアダプタ端子１４ｂはグランド側の端子である。
【００２６】
　前記本体補助部材１５は細径部１５ａと太径部１５ｂとで構成される段付きの管状部材
であり、この細径部１５ａが前記太径部１１ｂに配設されるようになっている。この細径
部１５ａの端部には爪部１５ｃが設けられ、前記太径部１５ｂには前記爪部１５ｃに対応
する凹み部１５ｅが形成されている。つまり、この爪部１５ｃをかしめて、前記凹み部１
５ｅないにこの爪部１５ｃを配置させることによって、本体補助部材１５が前記アダプタ
本体１１に一体的に保持される。
【００２７】
　前記カバー部材１６は支持部材である。具体的に、このカバー部材１６を配設すること
によって、前記ＬＥＤ基板１３が前記アダプタ本体１１に支持される。
【００２８】
　前記リング部材１７は、前記本体補助部材１５に対して回動自在に配置される。このリ
ング部材１７の内周面には雌ネジ部１７ａが形成されている。また、このリング部材１７
には前記本体補助部材１５の細径部１５ａと太径部１５ｂとで構成される段部に当接配置
される折曲部１７ｂが設けられている。
【００２９】
　なお、符号１９、１９ａは絶縁性の封止樹脂である。前記封止樹脂１９は、前記アダプ
タ端子１４ａ、１４ｂの周囲を被覆して前記端子用孔１１ｄ内に配置される。このため、
アダプタ端子１４と封止樹脂１９とを例えばインサート成形等によって一体に形成するよ
うにしている。
【００３０】
　図４（ａ）ないし図６（ｂ）を参照して挿入部先端側の構成を説明する。  
　前記先端部２ａは、対物光学系受け（以下、対物受けと略記する）２０、第１連結管２
１、第２連結管２２、第３連結管２３、観察光学部２４、レンズ枠２５、素子枠２６、撮
像装置２７、挿入部端子２８及び束線部材２９で主に構成されている。
【００３１】
　前記対物受け２０は第２熱伝導部材であり、熱伝導率の高い例えば銅、アルミ等の金属
部材で形成されている。この対物受け２０は、断面形状が略凸字形状の管状部材である。
つまり、この対物受け２０には細径部２０ａと太径部２０ｂとが形成され、略中央には中
央貫通孔２０ｃが形成されている。加えて、前記アダプタ端子１４ａ、１４ｂと電気的に
接続される前記挿入部端子２８ａ、２８ｂを配置するための端子用孔２０ｄが一対形成さ
れている。
【００３２】
　また、対物受け２０の基端面側にはこの対物受け２０に伝導された熱を放熱するための
放熱部材である束線部材２９が配置される放熱部材配置用穴２０ｅは所定数、所定間隔で
形成されている。前記束線部材２９は、銅線、アルミ線、銀線等の熱伝導率が高く、素線
直径が０．１ｍｍ以下の素線２９ａを複数本束ねて、柔軟性を考慮して形成したものであ
り、本数及び素線２９ａの長さ寸法は熱容量と作業性との両面を考慮して内視鏡の種類に
応じて適宜設定される。
【００３３】
　前記束線部材２９の先端部及び端部は、作業性を考慮して例えば、半田、ロウ付け、接
着剤等によってひとかたまりの一体部として構成される。本実施形態においては、前記放
熱部材配置用穴２０ｅに配置される一体部は８つ形成されている。
【００３４】
　前記第１連結管２１、第２連結管２２及び第３連結管２３はステンレス等の耐食性に優
れ、熱伝導率の低い金属部材で形成されている。前記第１連結管２１の外周面には前記リ
ング部材１７の雌ねじ部１７ａと螺合する雄ネジ部２１ａが形成されている。
【００３５】
　前記第２連結管２２は管状で太径部２２ａと細径部２２ｂとを備え、前記第１連結管２
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１と前記第３連結管２３とが一体的に配置される。具体的には、この第２連結管２２の太
径部２２ａの先端側外周面に前記第１連結管２１の基端側内周面が外嵌配置され、細径部
２２ｂの外周面に前記第３連結管２３の先端側内周面が外嵌配置される。
【００３６】
　前記第３連結管２３は略管状で、前記第２連結管２２と前記湾曲部２ｂとが一体的に配
置される。具体的には、この第３連結管２３の先端側内周面に前記第２連結管２２の細径
部外周面が内嵌配置され、基端部の所定位置に前記湾曲部２ｂを構成する先端湾曲駒５ａ
、湾曲ゴム５ｂ、外ブレード５ｃが配置される。前記湾曲ゴム５ｂ及び外ブレード５ｃは
糸巻き固定部５ｄによって前記第３連結管２３に一体的に固定される。なお、符号５ｅは
下方向湾曲ワイヤであり、符号５ｆは上方向湾曲ワイヤである。
【００３７】
　前記観察光学部２４は例えば光学レンズ２４ａ、２４ｂ、２４ｃによって構成される。
前記レンズ枠２５には前記光学レンズ２４ａ、２４ｂ、２４ｃが固定配置される。前記素
子枠２６には前記レンズ枠２５及びＣＣＤ２７ａ等で構成された撮像装置２７を構成する
カバーガラス２７ｂが固定配置される。このＣＣＤ２７ａの基端側から延出している端子
２７ｃには信号ケーブル３０内を挿通する信号線３１が所定の位置に電気的に接続されて
いる。
【００３８】
　なお、前記素子枠２６は、締結ネジ３５によって前記対物受け２０に一体的に固定され
るようになっている。また、前記レンズ枠２５及び素子枠２６はステンレス等の耐食性に
優れ、かつ熱伝導率の低い金属部材で形成されている。
【００３９】
　前記挿入部端子２８ａ、２８ｂは第２電気的接続部を構成する金属部材であり、細長で
、先端部側には前記アダプタ端子１４ａ、１４ｂの弾性接点部１４ｃとの電気的接続部と
なる先端側凹部２８ｃが設けられており、基端部には前記ＬＥＤ照明１８に電源を供給す
るための電源ケーブル３２、３３がそれぞれ電気的に接続される。符号３４ａ、３４ｂは
絶縁部材である。これら絶縁部材３４ａ、３４ｂは前記挿入部端子２８ａ、２８ｂの周囲
に配置される。
【００４０】
　なお、図示は省略するが、後方側に延出する８本の束線部材２９は、湾曲部２ｂ近傍で
隣り合う束線部材２９どうしをひとまとめにして湾曲部２ｂ内を挿通して可撓管部２ｃ内
に配置されている。また、前記可撓管２ｃは、内周面側に配置された螺旋管と、この螺旋
管を被覆する網状管と、この網状管を被覆する外皮チューブとで構成されている。符号３
６はＯリングである。このＯリング３６は、直視型先端アダプタ３と挿入部２の先端２ａ
との間の水密を図る。
【００４１】
　ここで、図７（ａ）ないし図８を参照して直視型先端アダプタ３の先端部２ａの組み付
けについて説明する。  
　図７（ａ）に示すように直視型先端アダプタ３を構成する本体補助部材１５には位置決
めピン４１が配置されている。また、前記挿入部２の先端部２ａを構成する対物受け２０
には前記位置決めピン４１が配置される位置決め溝４２が形成されている。なお、前記第
１連結管２１の所定位置には前記位置決め溝４２に対応する切り欠き部４３が形成されて
いる。
【００４２】
　前記直視型先端アダプタ３を先端部２ａに組み付ける際、まず、直視型先端アダプタ３
を構成するリング部材１７の端部側に形成されている雌ねじ部１７ａと、先端部２ａを構
成する第１連結管２１に形成されている雄ネジ部２１ａとを対向させ、雌ねじ部１７ａと
雄ネジ部２１ａとを螺合状態にした後、前記リング部材１７を所定方向に回転させる。す
ると、前記雌ねじ部１７ａが雄ネジ部２１ａを通過して、直視型先端アダプタ３が先端部
２ａに遊嵌状態で配置される。
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【００４３】
　次に、この状態で、前記直視型先端アダプタ３に設けられている位置決めピン４１と、
先端部２ａに形成されている位置決め溝４２とを対向した位置関係に設定する。そして、
前記位置決めピン４１を前記位置決め溝４２内に配置させる。そして、この状態で、直視
型先端アダプタ３を長手軸方向に摺動移動させていく。
【００４４】
　すると、前記アダプタ端子１４ａ、１４ｂ弾性接点部１４ｃが挿入部端子２８ａ、２８
ｂの先端側凹部２８ｃ内に配置される。この状態で、さらに前記直視型先端アダプタ３を
長手軸方向に前記位置決め溝４２に沿って摺動移動させていくことによって、前記アダプ
タ端子１４ａ、１４ｂの弾性接点部１４ｃがさらに挿入部端子２８ａ、２８ｂの先端側凹
部２８ｃ内の奥側に配置され、前記雄ネジ部２１ａに雌ねじ部１７ａが対向した状態にな
る。
【００４５】
　ここで、前記リング部材１７を所定方向に回転させる。すると、雌ねじ部１７ａと雄ネ
ジ部２１ａとが螺合した状態で、前記直視型先端アダプタ３が長手軸方向を移動して、図
７（ｂ）及び図８に示すように、直視型先端アダプタ３の先端部２ａの取り付けが完了す
る。このとき、前記アダプタ端子１４ａ、１４ｂの弾性接点１４ｃが前記挿入部端子２８
ａ、２８ｂの先端側凹部２８ｃ内に所定状態で配置される。また、前記対物光学部１２の
光軸と前記観察光学部２４の光軸とが略一致した状態で配置される。さらに、前記アダプ
タ本体１１の基端面と前記対物受け２０の先端面とが当接した状態になる。
【００４６】
　この状態で、電源ケーブル３２、３３を介してＬＥＤ照明１８に対して電力を供給する
。すると、ＬＥＤ基板１３に配置されているＬＥＤ照明１８が発光状態になって、観察部
位が照明される。このことによって、この照明光に照らされた観察部位の光学像が対物光
学部１２及び観察光学部２４の光学レンズ１２ａ、１２ｂ、１２ｃ、２４ａ、２４ｂ、２
４ｃを通過してＣＣＤ２７ａの撮像面に結像されて内視鏡画像を得られる。
【００４７】
　前記ＬＥＤ照明１８に対する電力の供給を継続的に行っていると、このＬＥＤ照明１８
発する熱がＬＥＤ基板１３に伝導されて、ＬＥＤ照明１８の温度が徐々に上昇していく。
また、このＬＥＤ基板１３に伝導された熱は、ＬＥＤ基板１３に密着しているアダプタ本
体１１、このアダプタ本体１１に密接配置されている対物受け２０及びこの対物受け２０
の基端面側に配設されいてる束線部材２９に伝導される。そして、この束線部材２９に伝
導された熱は、先端側から後方側に伝導されて放熱されていく。
【００４８】
　このように、直視型先端アダプタのＬＥＤ照明で発する熱を、ＬＥＤ基板、アダプタ本
体、対物受け、束線部材の先端側から後方側に伝導させて放熱させていくことによって、
ＬＥＤ照明が高温下に晒されることを防止することができる。
【００４９】
　また、ＬＥＤ照明で発生した熱を放熱させるとともに、レンズ枠及び撮像枠をステンレ
ス等の熱伝導率の低い金属部材で形成したことによって、ＬＥＤ照明で発生した熱がＣＣ
Ｄに伝導されることを確実に防止することができる。
【００５０】
　このことによって、所望する光量で長時間に渡ってＬＥＤ照明による照明を行え、かつ
画像ノイズのない良好な内視鏡画像を得て、内視鏡観察を行える。
【００５１】
　さらに、直視型先端アダプタに位置決めピンを設け、先端部に位置決め溝を形成したこ
とによって、直視型先端アダプタと先端部との位置関係を一義的に設定して、挿入部端子
とアダプタ端子との向きを誤って接続することを確実に防止することができる。加えて、
位置決めピンを位置決め溝に配置させた後、直視型先端アダプタを長手軸方向に摺動移動
させることによって、アダプタ端子と挿入部端子とが電気的に接続されるように位置決め
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ピン位置を設定したことによって、直視型先端アダプタを挿入部の先端部に装着する際に
アダプタ端子及び挿入部端子に破損等の不具合が発生することを確実に防止することかで
きる。
【００５２】
　なお、本実施形態においてはアダプタ端子１４と挿入部端子２８との電気的接続を、直
視型先端アダプタ３が先端部２ａに取り付け固定された状態で、弾性接点１４ｃが先端側
凹部２８ｃ内に配置されることによって行われるようにしているが、アダプタ端子１４と
挿入部端子２８との電気的接続は弾性接点１４ｃが先端側凹部２８ｃに係入配置される構
成に限定されるものではなく、以下の図９（ａ）ないし図９（ｅ）に示す、構成であって
もよい。
【００５３】
　図９（ａ）の構成では、アダプタ端子１４の基端部に導電性ゴム５１を配置させ、この
導電性ゴム５１が挿入部端子２８の平面部に密着配置されて電気的に接続されるようにし
ている。
【００５４】
　図９（ｂ）の構成では、アダプタ端子１４の基端部に付勢手段としてコイルバネ５２を
設け、このコイルバネ５２の付勢力で端面を曲面で形成した摺動端子５３が挿入部端子２
８の平面部に付勢配置されて電気的に接続されるようにしている。
【００５５】
　図９（ｃ）の構成では、挿入部端子２８の先端部に付勢手段としてコイルバネ５４を設
け、このコイルバネ５４の付勢力で端面をコンタクトピンのように先端をエッジ形状に形
成した摺動端子５５がアダプタ端子１４の平面部に付勢配置されて電気的に接続されるよ
うにしている。
【００５６】
　図９（ｄ）の構成では、アダプタ端子１４の基端部に付勢手段を有する電気接点として
断面形状を半円形に形成した板バネ５６を設け、この板バネ５６が付勢力で挿入部端子２
８の平面部に付勢配置されて電気的に接続されるようにしている。
【００５７】
　図９（ｅ）の構成では、プラス側をアダプタ端子１４及び挿入部端子２８の組合せで構
成し、マイナス側を筐体であるアダプタ本体１１に落としたボディーアースとして、電気
的に接続されるようにしている。
【００５８】
　また、本実施形態においては直視型先端アダプタ３の先端面に中心から所定距離の円周
上に所定間隔で例えば８つのＬＥＤ照明１８を配列配置させた構成例を示しているが、Ｌ
ＥＤ照明１８の配列配置される構成はこれに限定されるものではなく、以下の図１０（ａ
）ないし図１０（ｃ）に示すように、中心から所定距離の円周上に所定間隔で例えば６つ
のＬＥＤ照明１８を複数配列配置させた構成の直視型先端アダプタ３Ａや、中心から所定
距離の円周上に所定間隔で２列に例えば６つのＬＥＤ照明１８を配列配置させた構成の直
視型先端アダプタ３Ｂや、中心から所定距離の円周上に所定間隔で３列に例えば最内周側
が６つ、中間側が１０つ、最外周側が１４つのＬＥＤ照明１８を配列配置させた構成の直
視型先端アダプタ３Ｃ等であってもよい。なお、図１０（ｃ）の直視型先端アダプタ３Ｃ
においてはカバー部材１６の外周面に冷却用のフィン６０を設けて、ＬＥＤ照明１８によ
って発生する熱を放熱させて、ＬＥＤ照明１８が高温下に晒されることを防止するように
している。
【００５９】
　さらに、図１１（ａ）に示すようにカバー部材１６の先端側に、内面側に複数のＬＥＤ
照明１８を配設させた放射形状板部材６１を配設するようにしてもよい。この放射形状板
部材６１は形状記憶合金で形成されており、ＬＥＤ照明１８に電力が供給されることによ
って、図１１（ｂ）に示すように拡径形状になって変形して、大量の照明光で観察目的部
位を照明する。
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【００６０】
　図１２ないし図１６（ｂ）を参照して側視型先端アダプタ４の構成を説明する。  
　前記側視型先端アダプタ４は、アダプタ本体７１と、対物光学部７２と、ＬＥＤ基板１
３と、一対のアダプタ端子７４ａ、７４ｂと、本体補助部材１５と、カバー部材１６Ａと
、抑え部材７６と、リング部材１７と、半球状熱伝導部材７７と、柱状熱伝導部材７８と
で主に構成されている。
【００６１】
　前記アダプタ本体７１は第１熱伝導部材の１つを構成する、熱伝導率の高い例えば銅、
アルミ等の金属部材で形成されている。このアダプタ本体７１は、断面形状が略管状部材
である。つまり、このアダプタ本体７１略中央には中央貫通孔７１ａが形成されている。
加えて、前記アダプタ端子７４ａ、７４ｂを配置するための端子用孔７１ｂが一対形成さ
れるとともに、前記柱状熱伝導部材７８が配置される穴部７１ｃが形成されている。
【００６２】
　前記対物光学部７２は、光軸を例えば直角に折り曲げるミラー部７２ａと前記中央貫通
孔７１ａ内に配設される複数の光学レンズ７２ｂ、７２ｃとで構成されている。
【００６３】
　前記ＬＥＤ基板１３は中央貫通孔を有する例えばアルミ円板であり、このＬＥＤ基板１
３の一面側には導電パターンが形成されている。この導電パターン上には発光素子である
複数のＬＥＤ照明１８及び前記アダプタ端子７４ａ、７４ｂの一端部が配設されている。
このＬＥＤ基板１３は前記半球状熱伝導部材７７の平面部に密着するように配設されてい
る。
【００６４】
　前記アダプタ端子７４ａ、７４ｂは第１電気的接続部を構成する一対の金属部材である
。このアダプタ端子７４ａ、７４ｂの他端部側には切り欠き部を形成した前記弾性接点部
１４ｃが形成されている。
【００６５】
　前記カバー部材１６Ａは熱伝導率の低い金属部材で形成した支持部材である。このカバ
ー部材１６Ａには前記ミラー部７２ａが配置される凹部１６ａ、前記半球状熱伝導部材７
７が配置される球面凹部１６ｂ、前記柱状熱伝導部材７８が配置される穴部１６ｃ等が形
成されている。また、前記球面凹部１６ｂに連通する皿穴１６ｄも形成されている。
【００６６】
　具体的に、ビス８０によって前記抑え部材７６を前記球面凹部に配設した半球状熱伝導
部材７７の貫通孔７７ａを通してカバー部材１６Ａに螺合固定することによって、このカ
バー部材１６Ａに半球状熱伝導部材７７、ＬＥＤ基板１３、抑え部材７６が配設されるよ
うになっている。
【００６７】
　前記半球状熱伝導部材７７は第１熱伝導部材の１つを構成し、熱伝導率の高い例えば銅
、アルミ等の金属部材で形成されている。この半球状熱伝導部材７７には前記ビス８０が
挿通配置される貫通孔７７ａが形成されている。
【００６８】
　前記柱状熱伝導部材７８は第１熱伝導部材の１つを構成し、熱伝導率の高い例えば銅、
アルミ等の角柱状或いは円柱状等の柱状金属部材で形成されている。この柱状熱伝導部材
７８は、前記カバー部材１６Ａの穴部に配設される。
【００６９】
　前記半球状熱伝導部材７７には前記柱状熱伝導部材７８の端部が係入配置される穴部７
７ｂが形成されている。
【００７０】
　その他の構成は、前記直視型先端アダプタ３と同様の構成であり、同部材には同符号を
付して説明を省略する。
【００７１】
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　このように、側視型先端アダプタ４を構成することによって、リング部材１７の雌ねじ
部１７ａと、前記先端部２ａの第１連結管２１を構成する雄ネジ部２１ａとを螺合状態に
することによって、側視型先端アダプタ４を先端部２ａに取り付けることができる。この
とき、前記アダプタ端子７４ａ、７４ｂの弾性接点１４ｃが前記先端部２ａに設けられて
いる挿入部端子２８ａ、２８ｂの先端側凹部２８ｃ内に所定状態で配置される。
【００７２】
　また、ＬＥＤ照明１８で発生した熱は、積極的に、ＬＥＤ基板１３、半球状熱伝導部材
７７、柱状熱伝導部材７８、アダプタ本体７１に伝導されて、前記先端部２ａに配設され
ている対物受け２０、束線部材２９に伝導されて放熱されていく。
【００７３】
　このことによって、先端部２ａに選択的に側視型先端アダプタ４又は直視型先端アダプ
タ３を取り付けることができる。
【００７４】
　また、側視型先端アダプタ４を先端部２ａに取り付けることによって、観察の際の光学
特性は異なるが、前記直視型先端アダプタ３を先端部２ａに取り付けたときと、同様の作
用及び効果を得ることができる。
【００７５】
　なお、図１５（ａ）及び図１５（ｂ）に示すようにカバー部材１６ＢにＬＥＤ基板９１
を直接的に配設する構成にして、ＬＥＤ照明１８で発生する熱をＬＥＤ基板９１、柱状熱
伝導部材７８、アダプタ本体７１を介して、前記先端部２ａに配設されている対物受け２
０、束線部材２９に伝導させて放熱させるようにしても良い。なお、前記ＬＥＤ基板９１
は直方体形状であり、一面側にＬＥＤ照明１８を縦横に複数配列させている。このことに
よって、上述と同様の放熱効果を得ることができる一方で、部品点数の削減を図ることが
できるとともに、照明光量の増大を図ることができる。
【００７６】
　また、図１６（ａ）及び図１６（ｃ）に示すようにカバー部材１６ＣにＬＥＤ基板９２
を直接的に配設する構成にするとともに、このＬＥＤ基板９２にミラー部７２ａを配設す
る空間部を設け、ＬＥＤ照明１８をこのミラー部７２ａの周囲に配設させるように構成し
ても良い。このことによって、上述と同様の放熱効果を得ることができる一方で、部品点
数の削減と、側視型先端アダプタの硬質長の短縮化を図ることができる。
【００７７】
　なお、本実施形態においては直視及び側視の先端アダプタについて記載したが、先端ア
ダプタはこれらに限定されるものではなく、他の視野方向である、例えば前方斜視型先端
アダプタ等であってもよい。
【００７８】
［付記］
　上述した発明の実施形態により、以下のような構成の発明を得ることができる。
【００７９】
（１）観察光学系を構成する撮像装置を先端部に設けた挿入部と、
　この挿入部の先端部に着脱自在で、照明光学系を構成する発光素子を一面側に配設し、
他面側にこの発光素子用の第１電気的接続部を設けた発光素子基板及び前記観察光学系を
構成する対物光学系を配設した先端アダプタと、
　　を具備することを特徴とする内視鏡。
【００８０】
（２）前記先端アダプタの対物光学系は直視光学系である付記１に記載の内視鏡。
【００８１】
（３）前記先端アダプタの対物光学系は側視光学系である付記１に記載の内視鏡。
【００８２】
（４）前記先端アダプタは、前記発光素子基板を支持する支持部材と、前記発光素子で発
生した熱が伝導される第１熱伝導部材とを備え、
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　前記挿入部の先端部は、前記発光素子基板の第１電気的接続部が電気的に接続される第
２電気的接続部と、前記第１熱伝導部材に伝導された熱をさらに熱伝導させる第２熱伝導
部材と、この第２熱伝導部材に伝導された熱を先端部側から後方側に放熱する放熱部材と
を備える付記１に記載の内視鏡。
【００８３】
（５）前記先端アダプタ及び前記挿入部の先端部に、前記第１電気的接続部と前記第２電
気的接続部とを所定の関係で電気的に接続する、電気的接続案内手段を設けたことを特徴
とする付記４に記載の内視鏡。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】図１は挿入部と先端アダプタとの関係を説明する図
【図２】直視型先端アダプタを説明する図
【図３】直視型先端アダプタの軸方向に対して直交する方向の断面図
【図４】挿入部の先端側を説明する図
【図５】図４のＥ－Ｅ線断面図
【図６】挿入部の先端側の軸方向に対して直交する方向の断面図
【図７】直視型先端アダプタの先端部への取り付けを説明する図
【図８】図７（ｂ）のＪ－Ｊ線断面図
【図９】アダプタ端子と挿入部端子との構成例を説明する図
【図１０】直視型先端アダプタに配列させるＬＥＤ照明の構成例を説明する図
【図１１】直視型先端アダプタの他の構成例を説明する図
【図１２】側視型先端アダプタを説明する図
【図１３】図１２のＬ－Ｌ線断面図
【図１４】図１２のＫ－Ｋ線断面図
【図１５】側視型先端アダプタの他の構成例を説明する図
【図１６】側視型先端アダプタの別の構成例を説明する図
【符号の説明】
【００８５】
　　１…内視鏡
　　２…挿入部
　　２ａ…先端部
　　３…直視型先端アダプタ
　　４…側視型先端アダプタ
　　１１…アダプタ本体
　　１２…対物光学部
　　１４…アダプタ端子
　　１４ｃ…弾性接点
　　１７…リング部材
　　２０…対物受け
　　２１…第１連結管
　　２４…観察光学部
　　２８…挿入部端子
　　２８ｃ…先端側凹部
　　２９…束線部材
　　４１…位置決めピン
　　４２…位置決め溝
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